
                        

 

 

 

 

                                       

          

 

 

  

                                               

 

 

２組では、 
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 ６年生は SDGｓ１４の目標『海の豊かさを守ろう』を達成するために、１組『環境
防衛隊』、２組『クリーン隊』として活動しています。ごみの調査をするために実際に
久良岐公園へ行って調査したグループや企業へ取材してプラスチックごみ削減の工夫
を調べたグループもありました。発表では劇や動画などを作って、相手に伝わりやす
くなる工夫をして発表しました。 

児童支援専任より 
 新年明けましておめでとうございます。 

冬休みの間、久しぶりに一緒に出かけたり、のんびり
過ごしたりと、お子様との充実した時間を過ごされたご
家庭も多かったことと思います。その中で、お子様の昨
年一年間の成長を感じられることもたくさんあったの
ではないでしょうか。 

子どもたち一人ひとりが、社会を生き抜いていく力を
しっかりと身につけられるように、学校・家庭・地域の
あたたかいつながりを強めていければと思います。今年
もどうぞよろしくお願いいたします。 

通学時や放課後の遊びの際など、交差点で左右を確認
せずに横断する児童、横に広がって歩く児童が多く見ら
れます。お家でもお子さんに指導をお願いいたします。 

 5 年生は、米作りとユニバーサルスポーツについて学んだことを発表しました。米グル
ープは、稲作の流れについての紹介や、人気の食べ方をクイズや映像で紹介しました。ス
ポーツグループは、パラ・ニュースポーツの歴史や魅力、その種類について発表しました。
どちらのグループも、メンバーで協力して準備をし、聞き手を引き付ける工夫を考えなが
ら練習し、当日はその成果を発揮することができました。 

 

 

  
 

   
 

 １年生は、国語の学習を題材にして、「くじらぐも」の音読劇を発表しま
した。登場人物になりきり、グループごとに台詞や動きなどの工夫をたくさ
ん考えました。初めて、自分のクラス以外の人たちの前で発表することに緊
張しつつも、楽しく発表することができました。 

２年生は、生活科「あそんでためしてくふうして」で、身辺材を使ってお
もちゃを作り、遊び方を考える学習をしました。フェスティバルでは、その
おもちゃを４、３、１年生と保護者のみなさんに紹介しました。実際に自分
たちで作ったおもちゃで遊んでもらうことができてとても満足している様子
でした。 

今年は「算数」をテーマに発表をしました。低学年は「みんな並んで何
番目」や１０の構成を考える「友達探し」「たし算とひき算の変身」など、
学習したことをわかりやすく発表し、高学年は「数のピラミッド」や「一
筆書き」「巡回数」といった数の不思議を見に来てくださった方に体験し
てもらいました。算数を身近に感じてもらえて、子どもたちも満足そうで
した。 

 

 ３年生は、身近な久良岐公園について調べ学習を進めてきました。自分たちが実際に
行って調べたことや、取材をして分かったことなどを、どうしたら分かりやすく伝えら
れるか試行錯誤しながらグループごとに準備を進めました。本番当日は、地図や写真を
効果的に活用するとともに、クイズを出して聞いている人にも参加してもらいながら発
表することができました。努力した成果が発揮でき、大きな達成感を味わいました。 

 

フェスティバルの開会式では、それぞれの学年が、
自分のめあてや取り組んできた様子を離しました。
堂々と話す姿から、フェスティバルに向けた意欲を感
じることができました。 

 

 ４年生は、総合的な学習の時間で取り組んできた「福祉」について、「困っている人を
みんなで手助けしたい」という思いをもって発表しました。1 組は、認知症や視覚障害
の方とどのように関わればいいのか等についてクイズや劇を取り入れながら紹介しまし
た。2 組は、これまでの私たちが活動してきたことや視覚障害の方の疑似体験をしても
らうことを通して、私たちにできることなどについて伝えました。 


